
分科会で活発な意見交換をする参加者

分科会



■テーブル：恵比寿■

テーマ：金沢大学の入学者選抜試験：グローバル人材育成のための入試
改革の取り組み



-1-

金沢大学の入学者選抜試験：
グローバル人材育成のための入試改革の取り組み

令和5年9月22日

ステークホルダー協議会分科会（恵比寿）
山本靖彦（入試・学生募集・高大院接続・大学院改革担当学長補佐，医学類教授）

谷内通 （入試・学生募集・高大院接続・大学院改革担当学長補佐，人文学類教授）



教育改革 2008年 学部・学科から3学域・16学類に移行

 2018年 理工学域改組。3学域・17学類に
 2021年 融合学域 先導学類，医薬保健学域 医薬科学類新設。

     4学域・18学類に
 2022年 観光デザイン学類新設。19学類に
 2023年 スマート創成科学類新設。20学類に

入試改革 2018年度入試
文系後期一括入試，理系後期一括入試
理工３学類一括入試

 2021年度入試
 後期日程廃止
 KUGS特別入試，超然特別入試 etc.

地域と社会に開かれた教育重視の研究大学
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全国から入学者が集まる総合大学

令和５年度は

石川県 24.1％
北陸３県 42.9％

東海地区 17.4％

関東地区 12.0％

甲信越地区 11.3％

近畿地区 7.5％



金沢大学の教育組織 学域・学類

人間社会学域

• 人文学類
  (７プログラム)

• 法学類 

  (３コース)

• 経済学類
  (２コース)

• 学校教育学類
共同教員養成課程 

• 地域創造学類
(５プログラム)

• 国際学類
(１０プログラム)

理工学域

• 数物科学類
(４プログラム)

• 物質化学類
   (６プログラム)

• 機械工学類 
(３コース)

• フロンティア工学類
(６プログラム)

• 電子情報通信学類
   (２コース)

• 地球社会基盤学類
(３コース)

• 生命理工学類
(３コース)

医薬保健学域

• 医学類 (６年制)

• 薬学類 (６年制)

• 医薬科学類
 (２コース)

• 保健学類 (５専攻)
○ 看護学専攻

○ 診療放射線技術学専攻

○ 検査技術科学専攻

○ 理学療法学専攻

○ 作業療法学専攻

融合学域

• 先導学類
（３コアエリア）

• 観光デザイン学類
（３コアエリア）

• スマート創成科学類
（３コアエリア）

基礎を学んでから専門領域を決める「経過選択制」（医・薬・保健学類を除く）
2年次以降にコースに移行またはプログラムを選択するなどして専門を深める

R4年名称変更
（富山大学との共同教育課程）

R４年設置
R５年新設

R４年新設



融合学域

令和３年４月新設 文理不問入試で多様な学生を受入れる

先導学類

(3コアエリア)
■社会循環 
■世界共創 
■科学創発

観光デザイン学類

(3コアエリア)
■共感デザイン
■関係デザイン
■共創デザイン

スマート創成科学類

(3コアエリア)
■スマートライフ
■スマート産業
■スマート社会

令和4年4月新設

令和３年4月新設
文理融合の知識を基に，学問分野を問わず
幅広い知見を備えた「社会変革先導人材」
の育成を目指す。

文理融合の知識を基に，学問分野を問わず
幅広い知見を備えた「観光価値創造人材」
の育成を目指す。

文理融合の知識を基に，学問分野を問わず
幅広い知見を備えた「未来科学創成人材」
の育成を目指す。

文理融合の知識を基に，イノベーションをリードする人材の育成

令和5年4月新設



人間社会学域

人文学類
(７プログラム) ■心理学■現代社会・人間学■考古学・文化資源学
■歴史学■日本・中国言語文化学■欧米言語文化学■言語科学

法学類 (３コース) ■公共法政策 ■ 企業関係法 ■総合法学 

経済学類 (２コース) ■エコノミクス■グローバル・マネジメント

学校教育学類 共同教員養成課程（令和４年度設置）

地域創造学類
令和４年度より(５プログラム) ■人と自然の共生■地域協働■共生社会
■公共政策■地域マネジメント

国際学類
令和４年度より(10プログラム) ■国際政治■国際政治E■国際経済■国
際経済E■英語圏研究■英語圏研究E■ヨーロッパ圏研究■アジア・日本
研究■グローバルDEI■日本語教育



理工学域

数物科学類 (４プログラム) ■数学■物理学■応用数理■計算科学

物質化学類
(６プログラム) ■先端解析化学■分子創成化学■ナノ超分子化学■創エネ
ルギー化学■グリーン・サステイナブルケミストリー ■マテリアルサイエンス

機械工学類 (３コース) ■機械創造 ■機械数理 ■エネルギー機械

フロンティア工学類
(６プログラム) ■知能ロボティクス■バイオメカトロニクス■マテリアルデザイ
ン■計測制御システムデザイン■ヒューマン・エコシステム■ナノセンシング

電子情報通信学類 (２コース) ■電気電子■情報通信 

地球社会基盤学類 (３コース) ■地球惑星科学■土木防災■環境都市

生命理工学類 (３コース) ■生命システム（R5年より生物科学）■海洋生物資源■バイオ工学



医薬保健学域

医学類（6年制）

薬学類（6年制）

医薬科学類

(2コース)
■生命医科学
■創薬科学

保健学類

(５専攻)
■看護学

■診療放射線技術学 令和4年名称変更

■検査技術科学
■理学療法学
■作業療法学

令和３年４月新設

医薬科学に貢献できる
世界的研究者を養成する。

医薬科学類

医薬保健学域を再編し、医薬科
学類を新設しました。医学と薬学
の専門的基礎を両方学ぶことがで
きる国内でも稀有な学類です。

２年次からは「生命医科学コー
ス」と「創薬科学コース」を設け、
少数精鋭の濃密な研究者養成教育
を実施します。

未来医療や新薬を開発する研究者を養成。



就職・進学支援

４つの特徴
１．全学を挙げた就職活動のバックアップ

就職担当教員，指導教員，相談員が連携し，最後まで徹底的にバックアップ
２．企業との強力なネットワーク

北陸３県をはじめ，全国に多くの学生が就職，本学出身者の広い人脈を形成
３．公務員の合格・就職実績

「公務員試験対策講座」を一般的な価格より低価格で，学内で受講可能
４．高い大学院進学率

専門家への道を拓くだけでなく，高度な専門性により，社会での活躍の場を拡大



進 路

医薬保健学域
⇒医療機関への就職者が

多いが，学類で異なる。

人間社会学域
⇒官公庁への就職者が

多く，進学が少ない。

理工学域
⇒過半数が大学院へ進学。

臨床研修医6年制

6年制

4年制

製薬会社、民間医療機関 保険調剤薬局など

←民間医療機関，自治体医療機関，大学附属病院など

私たちの金沢大学2022 より

進学

民間企業

官公庁

教員

進学

官公庁民間企業

既卒・既修了者を含む。

https://www.kanazawa-u.ac.jp/wp-content/uploads/2020/07/KUintroduction2020.pdf
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金沢大学の入学者選抜試験

1. 一般選抜 （前期日程）：学類・専攻毎の従来型の選抜に加えて
➢ 文系一括・理系一括選抜：少数科目・大学での学びを通じた経過選択性
➢ 調査書に対する主体性等評価の導入：他者と協働して学ぶ態度や積極性を評価
➢ 大学入学共通テスト英語での英語外部検定試験利用（任意）：4技能・複数機会
➢ 総点に対する英語の配点比率が20％以上

2. KUGS特別入試：高大接続プログラム修了等により出願資格・口述試験重視

3. 超然特別入試：数学･文学に特異な才能を持つ人材の受け入れ

多様な才能・価値観を持つ学生が切磋琢磨する環境の構築
主体的に学ぶ態度や他者と協働する態度の評価，英語重視

入学後の多様なカリキュラム，留学機会

地域と世界で活躍できる金沢大学ブランド人材の育成
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1.一般選抜（前期日程）

1. 一般選抜 令和3(2021)年度入試より後期日程を廃止

➢ 「金沢大学で学びたい」受験生の受け入れを拡大

➢ 志願者増加により倍率は維持

➢ 1年次の成績等において後期日程廃止の目立った変化なし：学生の水準も維持

入試年度 H31 R2 R3 R4 R5

志願倍率 2.26 2.05 2.42 2.48 2.43

募集人員 1281 1281 1539 1539 1537

志願者 2897 2631 3729 3823 3742

後期日程廃止

0

1000

2000

3000

4000

H31 R2 R3 R4 R5

前期日程の志願倍率

募集人員 志願者

後期日程廃止
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1.一般選抜（前期日程）：一括入試 （学類等・人数は昨年度入試の場合）

• １年次は国際基幹教育院総合教育部に所属

• アカデミック・アドバイザーによる進路支
援・履修支援

• ２年進級時に本人の志望と学業成績により
移行学類を決定

1年次
総合教育部

文系

理系

文系一括入試

理系一括入試

先導学類
観光デザイン学類

スマート創成科学類

人文学類
法学類

経済学類
学校教育学類

地域創造学類
国際学類

先導学類

観光デザイン学類

スマート創成科学類

数物科学類

物質化学類

機械工学類

フロンティア工学類

電子情報通信学類

地球社会基盤学類

生命理工学類

医学類

薬学類

保健
学類

看護学

診療放射線技術学

検査技術科学

2年次以降
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1.一般選抜（前期日程）：一括入試 （学類等・人数はR6入試の場合）

１年次は国際基幹教育院総合教育部に所属し，アカデ
ミック・アドバイザーによる進路支援・履修支援を受
け，知識や教養を深め，２年進級時に本人の志望と学
業成績により移行学類を決定。大学の学びを経験して
から学類を決定することでミスマッチを防ぐ。

文系一括

募集人員 移行人数 学類

72

3 先導学類

3 観光デザイン学類

1 スマート創成科学類

13 人文学類

15 法学類

15 経済学類

2 学校教育学類

10 地域創造学類

10 国際学類

理系一括

募集人員 移行人数 学類等

81

3 先導学類

2 観光デザイン学類

1 スマート創成科学類

8 数物科学類

7 物質化学類

10 機械工学類

20 フロンティア工学類

7 電子情報通信学類

10 地球社会基盤学類

6 生命理工学類

1 医学類

2 薬学類

1
保健
学類

看護学

1 診療放射線技術学

2 検査技術科学



令和５年度入試状況 一般選抜  (  ) は令和４年度

学域・学類 募集人員 志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 実質倍率 入学者数

融
合
学
域

先導学類
文系傾斜 20 (20) 36 (48) 1.8 (2.4) 36 (45) 28 (25) 1.3 (1.8) 25 (24)

理系傾斜 20 (20) 23 (72) 1.2 (3.6) 21 (67) 21*(24) - (2.8) 20 (22)

観光デザイン学類
文系傾斜 12 (8) 18 (24) 1.5 (3.0) 17 (21) 12 (9) 1.4 (2.3) 12 (8)

理系傾斜 6 (5) 12 (15) 2.0 (3.0) 12 (14) 6 (5) 2.0 (2.8) 5 (5)

スマート創成科学類
文系傾斜 6 (-) 10 (-) 1.7 (-) 9 (-) 6 (-) 1.5 (-) 6 (-)

理系傾斜 12 (-) 26 (-) 2.2 (-) 26 (-) 12 (-) 2.2 (-) 12 (-)

人
間
社
会
学
域

人文学類 120 (120) 242 (223) 2.0 (1.9) 227 (213) 123 (123) 1.8 (1.7) 119 (119)

法学類 125 (125) 201 (274) 1.6 (2.2) 182 (257) 136 (135) 1.3 (1.9) 125 (130)

経済学類 106 (106) 217 (169) 2.0 (1.6) 208 (165) 113 (112) 1.8 (1.5) 112 (105)

学校教育学類 共同教員養成課程 58 (58) 113 (187) 1.9 (3.2) 104 (179) 79 (65) 1.3 (2.8) 78 (64)

地域創造学類 58 (63) 124 (155) 2.1 (2.5) 120 (146) 60 (72) 2.0 (2.0) 60 (70)

国際学類 51 (51) 91(165) 1.8 (3.2) 88  (160) 53 (52) 1.7 (3.1) 50 (50)

* 第2希望の合格者を含む。実質倍率は，
第2希望を含んでおり実際の倍率と異な
るため「-」と表記している。

R6年度より40名募集

R6年度より42名募集

R6年度より117名募集



令和５年度入試状況 一般選抜  (  ) は令和４年度

学域・学類 募集人員 志願者数 志願倍率 受験者数 合格者数 実質倍率 入学者数

理
工
学
域

数物科学類 67 (71) 120 (138) 1.8 (1.9) 115 (136) 71 (75) 1.6 (1.8) 67 (71)

物質化学類 68 (69) 126 (142) 1.9 (2.1) 121 (139) 73 (76) 1.7 (1.8) 72 (72)

理工３学類一括入試 230 (239) 467 (426) 2.0 (1.8) 458 (406) 243 (252) 1.9 (1.6) 240 (247)

地球社会基盤学類 76 (80) 124 (222) 1.6 (2.8) 120 (213) 84 (89) 1.4 (2.4) 81 (88)

生命理工学類 45 (49) 80 (125) 1.8 (2.6) 79 (117) 51 (54) 1.5 (2.2) 49 (51)

医
薬
保
健
学
域

医学類 84 (84) 291 (244) 3.5 (2.9) 219 (208) 87 (86) 2.5 (2.4) 86 (83)

薬学類 53 (53) 180 (253) 3.4 (4.8) 163 (232) 59 (63) 2.8 (3.7) 58 (60)

医薬科学類 18 (18) 43 (47) 2.4 (2.6) 40 (44) 20 (19) 2.0 (2.3) 20 (19)

保
健
学
類

看護学専攻 64 (64) 139 (115) 2.2 (1.8) 124 (105) 76 (67) 1.6 (1.6) 73 (64)

診療放射線技術学専攻 36 (36) 116 (199) 3.2 (5.5) 113 (188) 37 (38) 3.1 (4.9) 37 (37)

検査技術科学専攻 32 (32) 63 (96) 2.0 (3.0) 60 (90) 34 (37) 1.8 (2.4) 32 (35)

理学療法学専攻 10 (10)
79 (58) 4.0 (2.9) 73 (55) 28 (30) 2.6 (1.8)

13 (16)

作業療法学専攻 10 (10) 14 (14)

文系一括入試 70 (69) 275 (156) 3.9 (2.3) 227 (131) 80 (79) 2.8 (1.7) 70 (69)

理系一括入試 80 (79) 526 (270) 6.6 (3.4) 473 (231) 92 (91) 5.1 (2.5) 80 (79)

R6年度より82名募集

R6年度より72名募集

R6年度より83名募集

R6年度より64名

R6年度202名

R6年度より75名



令和５年度合格者前期日程 得点率 (％)

学域・学類等
大学入学共通テスト 個別学力検査等 合計

最高点 最低点 平均点 最高点 最低点 平均点 最高点 最低点 平均点

融
合
学
域

先導学類
文系傾斜 80.1 61.1 68.0 79.3 54.8 65.4 78.8 59.3 66.4

理系傾斜 71.9 52.6 64.4 81.6 41.9 56.7 78.2 48.5 59.4

観光デザイン学類
文系傾斜 79.2 62.6 71.7 77.8 61.5 71.2 78.3 64.3 71.3

理系傾斜 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

スマート創成科学類
文系傾斜 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊

理系傾斜 74.9 59.9 68.4 75.3 49.0 62.9 73.9 56.9 64.8

人
間
社
会
学
域

人文学類 83.3 57.2 72.1 84.3 60.9 69.5 79.5 66.2 70.5

法学類 81.6 58.1 70.3 81.9 57.3 67.1 81.2 61.5 68.4

経済学類 82.1 60.9 70.6 82.8 58.4 67.8 80.4 64.7 68.9

学校教育学類共同教員養成課程 76.5 57.5 66.5 78.9 55.9 65.6 76.6 58.6 65.9

地域創造学類 88.8 59.5 70.2 78.8 57.2 67.6 79.8 63.5 68.6

国際学類 81.6 63.2 71.4 80.0 62.3 69.1 77.5 65.4 70.0

主体性等評価の得点は含まない。 観光デザイン学類は10人未満のため開示しない。



令和５年度合格者前期日程 得点率 (％)

学域・学類等
大学入学共通テスト 個別学力検査等 合計

最高点 最低点 平均点 最高点 最低点 平均点 最高点 最低点 平均点

理
工
学
域

数物科学類 82.3 61.2 69.4 88.1 58.8 71.6 82.4 62.7 70.7

物質化学類 82.1 61.2 71.9 87.5 55.9 68.6 85.3 63.7 69.9

理工３学類 82.0 57.1 69.4 84.8 56.0 67.0 81.1 61.8 68.0

地球社会基盤学類 77.2 56.3 67.7 77.6 49.3 62.7 76.2 56.7 64.7

生命理工学類 78.9 61.8 69.7 82.4 54.9 66.0 81.0 61.4 67.5

医
薬
保
健
学
域

医学類 90.9 74.2 82.6 88.3 75.5 82.4 88.5 79.3 82.4

薬学類 86.1 71.3 78.7 84.9 66.8 75.0 84.0 71.3 76.5

医薬科学類 78.5 68.6 72.5 80.0 57.4 63.8 79.4 63.3 67.3

保
健
学
類

看護学専攻 76.6 51.4 64.4 78.9 60.1 68.2 77.5 61.7 66.7

診療放射線技術学専攻 83.4 61.6 73.2 78.7 64.4 71.1 77.2 67.3 71.9

検査技術科学専攻 75.6 59.7 68.1 75.9 56.4 64.9 74.9 59.8 66.1

理学療法学専攻 77.1 64.0 70.6 78.4 68.1 72.4 76.7 68.0 71.7

作業療法学専攻 70.8 58.0 66.2 73.6 57.2 66.0 70.6 62.3 66.1

文系一括入試 90.8 66.5 79.7 82.3 63.0 71.8 83.5 71.1 74.9

理系一括入試 88.0 59.3 76.1 94.0 71.3 81.0 87.5 74.7 79.0



主体性等評価

「主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度」を評価するため，高等学校等から
提出された「調査書」を次のとおり活用。

(1) 調査書の記入欄に対応した評価項目を設定し，点数化。
(2) 調査書における「５. 総合的な学習の時間の内容・評価」，「6. 特別活動の記録」，

「7. 指導上参考となる諸事項」及び「8. 備考」欄に記入された肯定的意見を点数化。
また，既卒者が提出する調査書についても，対応する記入欄の記述内容を点数化。

(3) 各項目の具体的な活動内容，期間，役職名等について客観的な基準を設けて評価。
(4) 主体性等評価の配点は，全学統一して，共通テストと個別学力検査の合計配点の

概ね2％。
(5) 学力検査の合計点により合否のボーダー層を抽出し，このボーダー層の志願者に
のみ主体性等評価の得点を加算して合否を判定（ボーダー層の設定内容は非公開）。

(6) 調査書を提出できない場合，自己申告による「学習及び活動履歴報告書」を使用
し同じ評価項目で点数化（留学等，資格・表彰等は証明書等の写しの提出が必要）。
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1.大学入学共通テスト英語：英語外部検定試験の利用（任意）

• 英語4技能を測定する以下の英語
外部検定試験のスコアを提出可能

• 本学の換算基準にしたがって共通
テスト英語と得点の高い方を利用

• 検定試験のスコアを提出する場合
でも共通テスト英語の受験は必要

ケンブリッジ英語検定，実用英語技能検定，
GTEC（CBT，Advanced），IELTS，
TEAP（4技能），TEAP（CBT），

TOEFL iBT

英語4技能の習得

複数回の挑戦機会

R6一般選抜（前期日程）では法学類，
医学類，薬学類を除いて利用

R7一般選抜（前期日程）からは全選
抜単位で利用



特別選抜 

一般選抜（前期日程）との併願が可能

▪KUGS特別入試
・総合型選抜Ⅰ·Ⅱ
・英語総合選抜Ⅱ
・学校推薦型選抜Ⅰ · Ⅱ
・デジタル人材選抜Ⅱ

▪超然特別入試
・A-lympiad選抜Ⅰ · Ⅱ
・超然文学選抜

▪女子枠特別入試  → 女性限定

▪薬学類・高大院接続入試  → 大学院まで進学

※ 学類·コースごとに選抜方法（口述試験，小論文など）が異なる。実施しない学類·コースあり。

①KUGS 高大接続プログラムの修了他
または

②GSCの第一段階の修了他

① ②または、志願理由書の提出と入学前教育の受講

出願資格・推薦要件

高１高２から準備

高１高２から準備

出願資格・推薦要件

→ 日本数学A-lympiadの入賞他

→ 超然文学賞の入賞他
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KUGS特別入試

Kanazawa University “Global” Standard

• 世界で活躍する「金沢大学ブランド」人材育成のための
学士課程の教育方針

• 共通教育科目におけるGlobal Standard（GS）科目として，
KUGS の能⼒を育成するための６つの科目群を設定
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KUGS特別入試が求める人材

1. 基礎的知識・技能を修得し，それらを活用して自ら課題
を発見し，探究する能力を備えている人

2. 将来に明確な目標を持っており，主体的に行動し，他者
と協働しながら，自身の夢を実現しようとする強い意欲
を持っている人

を受け入れて育成するために，志願者の能⼒・資質・意欲を
多面的・総合的に評価する入試です。

口述試験重視の選抜
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KUGS特別入試の特徴：配点

KUGS特別入試
➢ 口述試験重視：知識・技能に加えて，活動実績，主体性や思考⼒・

判断⼒を重視
（R6法学類の例：共通テスト400点，口述試験400点）

一般選抜（前期日程）
➢ 学⼒試験（共通テスト，個別試験）の比較的広い教科・科目：

知識・技能の評価が中心
（R6法学類の例：共通テスト400点，個別試験国・数・英600点）
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KUGS特別入試の特徴：出願資格・一般選抜（前期）との併願

➢ 金沢大学が実施する総合型選抜・学校推薦型選抜
➢ 出願資格が必要
➢ KUGS特別入試と一般選抜（前期日程）の両方を受験可能

一般選抜（前期日程）

KUGS特別入試

合格不合格 入学手続き
• 一般選抜の受験は無効になる
➢ 他校の滑り止めには使えない
• KUGSのみの受験（挑戦）は可

出願資格：KUGS高大接続プログラム・GSC・※ ～高3の8/31

※一部新しい出願資格あり（後述）
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31

ＫＵＧＳ及び超然特別入試の日程（令和６年度）

◆共通テスト
Ⅰ：必要／Ⅱ：不要

総合型Ⅰ
学校推薦型Ⅰ

A-lympiad選抜Ⅰ
超然文学選抜

総合型Ⅱ（医学類除く）

学校推薦型Ⅱ（医学類除く）

デジタル人材Ⅱ
英語総合Ⅱ

総合型Ⅱ
学校推薦型Ⅱ

A-lympiad選抜Ⅱ
（いずれも医学類のみ）

令
和
5

年

11月 1日~ 8日 出 願

12月 2日 選抜期日

12月18日~22日 出 願

12月18日 合格者発表

令
和
6

年

1月13日・14日 共通テスト

2月10日 選抜期日

2月13日 合格者発表

2月13日～19日 入学手続

2月25日・26日 一般選抜（前期日程）

※総合型Ⅰ・Ⅱの一部の学類及び学校推薦型Ⅱ(医学類) で実施の
一次選考(書類選考)と一次選考合格者発表の日程は省略
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KUGS特別入試の選抜タイプ

選抜タイプ

•総合型選抜Ⅰ（学校推薦不要，共通テスト不要）

•総合型選抜Ⅱ（学校推薦不要，共通テスト必要）

•学校推薦型選抜Ⅰ（学校推薦必要，共通テスト不要）

•学校推薦型選抜Ⅱ（学校推薦必要，共通テスト必要）

•英語総合選抜Ⅱ（学校推薦不要，共通テスト必要，英語による試験）

•デジタル人材選抜Ⅱ（学校推薦不要，共通テスト必要）

すべて出願資格が必要
①KUGS高大接続プログラムの修了
②グローバル・サイエンス・キャンパス（GSC）の第1段階の修了
③入学前教育（総合型Ⅱ：観光デザイン学類[地域枠]，デジタル人材選抜のみ）
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KUGS特別入試の出願資格

①KUGS高大接続プログラムを修了する
• 大学の講義等を受講してレポート
• 高校での学びを振り返るレポート

②GSCの第1段階を修了する
• 学術研究に必要な素養を養う授業や実習
• プログラム受講者独自の研究テーマの計画

 ※金沢大学GSCの例

両方の基準達成・修了

③学類が指定する出願書類の作成と合格後の入学前教育の受講
• 総合型Ⅱ：観光デザイン学類[地域枠]（R6入試のみ）
• デジタル人材選抜：スマート創成科学類，電子情報通信学類 情報通信コース
• 出願直前の志望でも出願可能
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KUGS特別入試の出願資格①

KUGS高大接続プログラムを修了する
• 大学の講義等を受講してレポート
• 高校での学びを振り返るレポート 両方の基準達成・修了
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KUGS特別入試の出願資格①：KUGS高大接続プログラムの修了

「高校での学び」 のレポートと，KUGS高大接続プログラムの受講に基づ
く「大学での学び」のレポートを提出し，両方が評価基準を満たすと出願
資格。提出期限は受験する年度の8月31日
（8月31日までに1回目の課題レポートを提出していれば，再提出になった場合でも，評価から2週間以
内に再提出して基準を満たせば，出願資格を獲得できます。） 

高校１年から受講・提出可能

高校２年の９月から提出可能

ポータルサイト
エントリー

セミナー受講 レポート
「大学での学び」

レポート
「高校での学び」

出願資格取得
出願

受験
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KUGS高大接続プログラム

① KUGS Liveセミナー＜対面又はオンライン参加型＞

様々な分野の知見を大学教員から直接学ぶことができます。
金沢大学サテライト・プラザなどで開講しています。

② KUGS Webセミナー ＜Web視聴型＞

KUGS高大接続プログラムポータルサイトを通じて，いつでも
どこからでも何回でも視聴可能なオンデマンド講義です。

③ KUGSラウンドテーブル＜対面又はオンライン参加型＞

テーマに基づいて自由な意見交換や議論を行うとともに，小グ
ループ内で発表を行い，学修の振り返りを行います。

• 「大学での学び」のレポートを作成するために受講が必要

• 金沢大学＜グローバル＞スタンダード（KUGS）の能⼒を
育成するために開発した本学独自の高大接続プログラム
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台湾の自然・文化と土砂災害 
モンゴルの四季と環境汚染 
アメリカの消費社会と人間への健康リスク 
高山湖の環境変化とチベット族の生活 
文明起源の考古学 マヤ文明の起源 

スパコンが拓く新しいものづくりとエコ社会 

有機分子が彩る生活

西アジアの博物館と文化資源を守ることの意義とは何か？ 
地域計画論演習導入講義ー政策手段と「ナッジ」ー  
スイスの歴史－そのはじまり－ 

KUGS高大接続プログラム:Webセミナーの例

• 受験する学類等にかかわらず，どのセミナーを受講してもOK

文明起源の考古学第2回 中国文明の起源
金沢大学が切り開く次世代水産業 

火星の水はどんな味？ 

環日本海交流2000年の歴史－北陸と対岸との関係を中心に－ 
哲学とは何か？ 
深海熱水噴出孔に生きる生物  
臨床心理学入門
整数論とその広がり
生命の情報を読み取る～生命情報工学～  

https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/309
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/308
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/307
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/310
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/305
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/241
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/281
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/277
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/276
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/275
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/262
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/257
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/256
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/255
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/254
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/253
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/243
https://kugspro.adm.kanazawa-u.ac.jp/KUGS/program/242
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「大学での学び」課題レポート

受講した個別プログラムの振り返りを行い，そこで学んだことについ
て課題レポートを作成し，提出してください（1,000～1,400 字）。

『本文』には、まず「受講した個別プログラムの要約」を200～300
字程度で記してください。その上で、「受講して気づいた課題（問
題）」と「その課題（問題）を解決するために必要と思われる方策」
について、あなた自身の考えを根拠に基づき具体的にまとめ、あなた
が気づいた課題と考えた方策を踏まえて「今後どう行動したいと思っ
ているか」について記してください

レポートにはこれらの内容をすべて含んでいる必要があります
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「高校での学び」課題レポート

あなたが高校生活を送る中で直面したり、発見したりした問題に対して、どのように
解決のために取り組んだのか、あなたの学びや成長の過程が分かるようなKUGS課題レ
ポートを作成し、提出してください（1,000～1,400字）。

『本文』には、「あなたが直面・発見した問題」と「その問題に直面・
発見した経緯」、「解決に向けてどのような活動を行ったか」、活動に取
り組む中で「何を体験し、学び、どう成長できたか」、その体験を基に
「今後どう行動したいと思っているか」について記述してください。

【例】探究的学習活動等（高校での授業含む），文化活動・体育活動（高
校での部活動等含む），ボランティア活動など。注意：探究的学習
のレポートの要約をそのまま提出しても十分には評価されません。

レポートにはこれらの内容をすべて含んでいる必要があります
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課題レポートの評価

⚫ 課題レポートは、KUGSに基づくルーブリック（ポータルサイトで公開）で評価

⚫ 各観点は5段階評価。すべての観点の評価がレベル２以上であれば基準を満たしたと認定

⚫ 1つ以上の観点でレベル1がある場合、2週間以内にレポートの再提出が必要

⚫ レベル3（大学生の標準）が目標

※「未来の課題に取り組む能⼒」と「新しい社会を生きる能⼒」は，どちらかが内容に含まれていれば構いません

レベル1
未達成

レベル2
達成

レベル3
目標
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課題レポートの評価

基準を満たすレポートを作成するためには

• レポート作成方法の動画教材を視聴してレポートに課されている
テーマや要件を事前に良く確認してから作成する

• 何度でも取り組める「大学での学び」でレポートの書き方を理解
してから2クールまでの「高校での学び」に取り組む

• ポータルサイトの質問機能やオンライン面談を利用する

• 1つのレポートは複数の評価者によって評価されます
• 1か月以内を目処に評価を返却しています
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レポート作成・修正における注意点

ガイドラインをポータルサイト上で提示

• 受講生自身の経験や考えを自分の言葉で記述することが必要

• 先生や友人から内容や文章表現，構成等に関する意見をもらって修
正の参考にしたり，ディスカッションを通して得たアイデアに基づ
いてレポートを書くのは可

• ネットや書籍の情報，第三者の経験・意見・アイデア（他のレポー
トや生成AIを含む）を受講生のものであるかのように書いたり，他
者が原稿を直接的に修正する・書き換えることは不可

• 過去のレポートを含めた文章の類似性のチェックを行っています
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早期の継続的な取り組みを強く推奨

KUGS特別入試

×レポートを2本書いて合格する能⼒があると受験資格が得られる
○KUGS高大接続プログラムを通じて大学で学ぶための基礎的能⼒を修
得すると受験資格が得られる

1. 大学で学ぶ学問分野に触れ，自らの興味を明確にする

2. 高校での活動を振り返ることで自分の成長を確認し，将来への展望を持つ

3. 大学で課されるレポートを書くための基礎的能⼒を修得する

• 高校生が十分に持っていない知識の獲得や思考力・表現力の育成が目的

• 最初から基準を満たすレポートが書けなくても当然：プログラムの受講やレポー
トの執筆を繰り返しながら知識や能⼒を身につける

➢ 一定の時間をかけてプログラムに参加することが必要
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KUGS特別入試の出願資格②

グローバルサイエンスキャンパスの第1段階を修了する
• 学術研究に必要な素養を養う授業や実習
• プログラム受講者独自の研究テーマの計画

 ※金沢大学GSCの例
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KUGS特別入試の出願資格②：GSCの第1段階の修了

• 金沢大学グローバルサイエンスキャンパス（GSC）は，将来
グローバルに活躍しうる傑出した科学技術人材を育成するこ
とを目的として，地域で卓越した意欲・能⼒を有する高校生
や高専生等を対象に，国際的な活動を含む高度で体系的な学
修と実践を提供する高大接続理数教育プログラムです。

• 金沢大学以外のGSCの当該段階の修了者も出願可能
（R5年度の実施機関の例: 千葉大学，慶應義塾大学，静岡大学，金沢大学，
名古屋大学，神戸大学，島根大学，琉球大学）

グローバルサイエンスキャンパス（GSC）の第1段階※を修了

金沢大学GSC※
高校1-2年生が対象

第1段階修了

※
※R5年度よりGSCを発展させたKU_STELLA

プログラムが始まります
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KUGS特別入試の出願資格③※

「指定した出願書類の提出」と

「合格した場合に学類が課す入学前教育を受講することを確約」

※一部の選抜単位のみ
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KUGS特別入試の出願資格③：出願書類と合格後の入学前教育

融合学域
• 観光デザイン学類 総合型選抜Ⅱ [地域枠] 6名（R6入試のみ）
• スマート創成科学類 デジタル人材選抜Ⅱ   6名

理工学域
• 電子情報通信学類 情報通信コース デジタル人材選抜Ⅱ 40名

1. 指定した出願書類の提出と合格した場合に学類が課す入学前教育を受講する
ことを確約できる者

➢ 出願期間（11/1～8）直前の志望でも出願可能

2. KUGS高大接続プログラム修了

3. GSC第1段階修了
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令和6年度KUGS特別入試の募集人員・選抜方法（総合型選抜）

融合学域・人間社会学域
• 全選抜単位で口述試験は必須

学類 募集人員 共通テスト得点基準 1次選考倍率 口述試験以外科目
先導学類 6 - - 小論文
観光デザイン学類 4（予定） - - 小論文
観光デザイン学類 [地域枠]※ 6（予定） - - 小論文
スマート創成科学類 3（予定） - - 小論文
人文学類 8 - - -

法学類 10 - - -

学校教育
学類

石川県教員希望枠 3 70% - -

美術 3 55% - 実技

保健体育 5 60% - -

家政 3 60% - -

特別支援 4 60% - -

地域創造学類 15 - - -

国際学類 20 （共通テストを課さない） 1.5~2 英語外部試験

※KUGS高大接続プログラム修了・GSC第1段階修了に加えて「合格した場合に学類が課す入
学前教育を受講すること確約」により出願可能
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学類 募集人員 共通テスト得点基準 1次選考倍率 口述試験以外科目
数物科学類 3 60% 3 -

物質化学類 3 60% 2 -

機械工学類 3 60% 3 -

電子情報通信学類 3 60% 3 -

地球社会基盤学類 3 - - -

生命理工学類・生物科学コース 2 60% 2 -

生命理工学類・海洋生物資源コース 3 55% 2 -

医学類 [地元育成枠] 2 85% 2

理工学域・医薬保健学域
• 全選抜単位で口述試験は必須

令和6年度KUGS特別入試の募集人員・選抜方法（総合型選抜）
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令和6年度KUGS特別入試の募集人員・選抜方法（学校推薦型選抜）

• 全選抜単位で口述試験は必須
学類 募集人員 共通テスト得点基準 1次選考倍率 口述試験以外科目 1校あたり推薦人数

経済学類 10 （共通テストを課さない） - TOEIC，小論
文

2

学校教育
学類

国語・社会科・英語 2 70% - - 2

数学・理科 1 60% - - 2

音楽 4 55% - 実技 2

地球社会基盤学類・地球惑星科学コース 3 55% - - 5

医
学
類

一般枠 15 85% 2 - -

特別枠（石川県） 10 85% 2 - -

特別枠（富山県） 2 85% 2 - -

保
健
学
類

看護学専攻 14 65% - - 2

診療放射線技術学専攻 3 65% - - 2

検査技術科学専攻 6 65% - - 2

理学療法学専攻 5 65% - - 2

作業療法学専攻 5 65% - - 2
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令和6年度KUGS特別入試の募集人員・選抜方法（英語総合選抜Ⅱ）

学類 募集人員 共通テスト得点基準 1次選考倍率 試験科目

先導学類 若干名 - - 口述(英語),  筆記「総合問題(英語)」

観光デザイン学類 若干名 - - 口述(英語),  筆記「総合問題(英語)」

スマート創成科学類 若干名 - - 口述(英語),  筆記「総合問題(英語)」
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令和6年度KUGS特別入試の募集人員・選抜方法（デジタル人材選抜Ⅱ）

学類 募集人員 共通テスト得点基準 1次選考倍率 口述試験以外科目

スマート創成科学類 6 - 3 -

融合学域

理工学域
学類 募集人員 共通テスト得点基準 1次選考倍率 口述試験以外科目

電子情報通信学類 情報通信コース 40 60% 1.5 -

（新設）デジタル人材選抜Ⅱ
• 全選抜単位で口述試験は必須
• 出願資格：1.KUGS高大接続プログラム修了 or 2.GSC第1段階修了, or

3. 「指定した出願書類の提出と合格した場合に学類が課す入学前教育を受講
することを確約」で出願可能
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■昨年度KUGS特別入試の結果

学類 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

先導 6 4 4 4
観光デザイン 若干名 5 5 4
スマート創成科学 若干名 0 0 0
人文 ５ 21 20 7
法 10 18 18 10

学校教育

石川県教員希望枠 3 5 5 2
美術教育専修 3 2 2 1
保健体育専修 5 1 1 0
家政教育専修 3 1 1 0
特別支援教育専修 4 5 5 2

地域創造 15 26 26 15
国際 (共通テスト課さない) 20 32 26 20
数物科 3 2 2 2
物質化 3 3 3 2
機械工 3 2 2 1
電子情報通信 3 4 4 3
地球社会基盤 3 5 4 3
生命理工・生物科学コース 2 2 2 2
生命理工・海洋生物資源コース 3 2 2 1

合計 94 140 132 79

総合型選抜 受験倍率1.4
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■昨年度KUGS特別入試の結果

学類 募集人員 志願者数 受験者数 合格者数

経済 （共通テストを課さない） 10 11 11 10

学校教育
国語・社会科・英語教育専修 2 4 4 1
数学・理科教育専修 1 4 3 1
音楽教育専修 4 0 0 0

地球社会基盤・地球惑星科学コース 5 2 2 2

医
一般枠 15 21 17

（1次選抜後） 18

特別枠（石川県） 10 23 15 10
特別枠（富山県） 2 1 1 1

保
健

看護学専攻 14 8 8 5
放射線技術科学専攻 3 6 6 3
検査技術科学専攻 6 9 8 6
理学療法学専攻 5 9 9 3
作業療法学専攻 5 1 1 1

合計 82 99 85 61

学校推薦型選抜 受験倍率1.0
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超然特別入試



１．数学的に特異な才能を持ち，その才能を生かして将来専門的分野

で社会的な課題の解決に取り組む強い意欲を持っている人

２．文学的に特異な才能を持ち，その才能を活かして将来専門的分野

で社会的な課題の解決に取り組む強い意欲を

持っている人

を受け入れて育成するために，

志願者の能力・資質・意欲を多面的・総合的に

評価する入試です。
KUGSの理念に特化
した特別入試を実施

超然特別入試とは
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超然特別入試

金沢大学コンテストの入賞者を対象とした特別入試

日本数学A-lympiad

➢ A-lympiad選抜

⚫ 超然文学賞

➢ 超然文学選抜
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超然特別入試: A-lympiad選抜
コンテストの入賞実績と各学類が求める要件を満たすことにより出願資格

第5回：令和4年度開催
• 33校84チーム参加
最優秀賞：1校1チーム
優秀賞 ：1校1チーム
優良賞 ：7校9チーム

同じ学校に在籍する３～４人が
チームを組み，現在の世界的課題
を背景として作成された実社会に
起こりうる問題を読み解き，数学
の⼒を利用して社会にとってより
良い解決案を提案します。

上位2チームをオランダで開催された
国際大会に日本代表として派遣
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超然特別入試: A-lympiad選抜

• A-lympiad選抜Ⅰ（共通テストを課さない）

融合学域全学類，人文，法，経済，学校教育，国際，理工学域全学類，
医薬科（いずれも若干名）

令和5年度入試：志願者なし

• A-lympiad選抜Ⅱ（共通テストを課す）

医学類（若干名）

令和5年度入試：１名出願・0名合格

第6回日本数学 A-lympiad（予定）
参加申込 令和５年10月予定
結果発表 令和５年12月下旬予定
１・２年次対象



-61-

超然特別入試: 超然文学選抜 (共通テストを課さない)

第6回超然文学賞 
• 応募締切 令和5年８月21日
• 結果発表 令和5年10月6日
• １-３年次対象（3年次もR6年度入試に出願可能）

コンテストの入賞実績と各学類が求める要件を満たすことにより出願資格

令和4年度：第5回の結果

小説部門 短歌部門

最優秀賞：1作品
優秀賞 ：2作品
佳作 ：2作品

最優秀賞：1作品
優秀賞 ：2作品
佳作 ：3作品

言葉について特異な才能を持ち，日々
その才能を磨き，将来「言葉の力」で世
に出ることを強く望む高校生の優れた才
能を讃え，その志を勇気づける。
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5.超然特別入試: 超然文学選抜

学域 学類 募集人数 志願者数 受験者数 合格者数

融合学域

先導学類 若干名 0 0 0

観光デザイン学類 若干名 0 0 0

スマート創成科学類 若干名 0 0 0

人間社会学域
人文学類 若干名 3 3 3
学校教育学類 若干名 0 0 0
国際学類 若干名 1 1 1

令和５年度入試の結果

• 共通テストを課さない
• 口述試験・小論文による選抜
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各選抜の特徴

1. KUGS特別選抜：大学で学びたいことについて目標がはっきりしている。主体的
に他者と協働しようとする意欲を持つ人。口述試験重視

2. 一般選抜 (前期日程):学びたいことが学類レベルで決まっている人。学⼒試験
（共通テスト，個別試験）の比較的広い教科・科目

3. 一般選抜（前期日程）の一括入試：大学に入ってから学類を決めたい。学⼒試験
（共通テスト，個別試験）の絞られた教科・科目

4. 超然特別選抜：学びたい学類が決まっている。文学または数学に特異な才能を持
つ人。口述試験中心の選抜。

多様な才能・価値観を持つ学生が切磋琢磨する環境

※入試区分ごとの入学後の成績等の追跡調査を行っており，今後の方針に反映させていきます。
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その他の選抜

• 薬学類：高大院接続入試

➢ 博士後期課程までの一貫した教育を受けて薬学教育・研究者を志す者

• 女子枠特別入試

• 在外留学生推薦入試

• 社会人選抜

• 帰国生徒選抜

• 国際バカロレア入試

• 私費外国人留学生入試



入学後は，博士一貫プログラムにより，経済的負担を考慮した奨学金等の
各種サポートも用意されています。

特別選抜 薬学類・高大院接続入試

( )内は令和４年度

募集人員 志願者数 志願倍率 受験者数 受験倍率 合格者数 競争倍率 入学者数

10 (10) 10 (10) 1.0 (1.0) 9 (3) 0.9 (0.3) 8 (3) 1.1 (1.0) 8 (3)

本学大学院薬学専攻博士課程までの一貫した教育を受け，
博士の学位を取得し，薬学教育・研究者を志す人を募集します。

選抜方法
第１次選考：出願書類と共通テスト
（共通テスト：薬学類が課す教科・科目をすべて受験すること。基準点75%）

最終選考：小論文と口述試験

https://www.p.kanazawa-u.ac.jp/school/program.html#gsc.tab=0


特別選抜 女子枠特別入試

女子枠特別入試（総合型選抜）を理工学域５学類に新設
ダイバーシティに積極的に取り組み、女性の活躍を求める社会的要請に応える

共通テスト、口述試験必須
一般選抜（前期日程）との併願が可能
* KUGS特別入試を第２志望として選択するには
  出願資格が必要です。

学 類 募集人員
１次選考
倍率

共通テ
(得点基準)

KUGS
特別入試
併願*

数物科学類 3 3 〇 (60％) 〇

機械工学類 20 2 〇 (60％) 〇

フロンティア工学類 5 3 〇 ─

電子情報通信学類 3 3 〇 〇

地球社会基盤学類 地球惑星科学コース 3 3 〇 〇

出願期間：令和５年11月１日~８日
選抜期日：令和５年12月２日
最終選考合格者発表：令和６年２月13日
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意見交換

・金沢大学の入試や入試改革の方向性についてのご意見やご質問

・各種の入試で入学された学生さんからのご意見や要望

・その他，入試や教育全般に関わるご質問やご意見



■テーブル：大黒天■

テーマ：金沢大学におけるジェンダーバランス戦略 ─女子枠特別入試の導入 ─



令和5年度 ステークホルダー協議会
分科会 テーブル「大黒天」

金沢大学における
ジェンダーバランス戦略
─ 女子枠特別入試の導入 ─

ファシリテーター
学長補佐 本田 光典
学長補佐 本所 恵



私たちの金沢大学

地域と世界に開かれた教育重視の研究大学

1862（文久2）年に創設された
加賀藩彦三種痘所が源流。

地域と世界の2つの視点を互いに往還させ
ながら、未来の課題を探求し克服する知恵

「未来知」により社会貢献。

学生や教職員が誇りと愛着を持ち、
人が輝く金沢大学！



大学憲章

大学の基本理念と目標を定めた「大学憲章」に
おいて、

...多様な資質と能力を持った意欲的な学生を受
け入れ...

...学生の個性と学ぶ権利を尊重し，...

…常に新しさに挑戦し個性を引き出す体制を維
持する。

と定める。

大学憲章



未来ビジョン『志』

本学か目゙指す揺るきな゙い未来ヒジョ゙ンを
示した『志』において、

教育-３-② 多様な背景を持つ者の受け
入れ拡大

経営-３-③ ダイバーシティ環境の向上

を明示。

令和4年 ダイバーシティ推進機構
女性研究者・学生、生活との両立、外国人、
LGBTQ＋、障がい学生等の支援

令和6年 女子枠特別入試
未来ヒジョ゙ン『志』の３つの最重点ミッションと27のミッション

学長



「ダイバーシティ推進基本理念」を制定
多様性を互いに認め合いつつ，修学・研究・業務に関して，公正性が保障され

た環境を実現。教育・研究・就業環境の整備，啓発活動を実施。
世界の平和と人類の持続的な発展に資するとともに，属性・個性を尊重し合え

る共生社会の実現を目指す。

包括的なダイバーシティ推進の取組を実施
キャリアデザイン部門(女性研究者・技術者支援)
次世代育成部門(女子学生・中高生・若手研究者支援)
ワークライフバランス部門(生活との両立支援)
グローバライゼーション部門(外国人教職員・留学生、LGBTQ＋等支援)
ユニバーサル部門(障がい学生・教職員支援)

ダイバーシティ推進機構



教育改革 2008年 学部・学科から3学域・16学類に移行
   2018年 理工学域改組。3学域・17学類に
   2021年 融合学域 先導学類，医薬保健学域 医薬科学類新設。

     4学域・18学類に
   2022年 観光デザイン学類新設。19学類に
   2023年 スマート創成科学類新設。20学類に

入試改革 2018年度入試
文系後期一括入試，理系後期一括入試
理工３学類一括入試

   2021年度入試
 後期日程廃止
 KUGS特別入試，超然特別入試 etc.

教育と入試の改革



金沢大学の教育組織 学域・学類
人間社会学域

• 人文学類
  (７プログラム)
• 法学類 
  (３コース)
• 経済学類
  (２コース)
• 学校教育学類

共同教員養成課程 

• 地域創造学類
(５プログラム)

• 国際学類
(１０プログラム)

理工学域
• 数物科学類

(４プログラム)
• 物質化学類
   (６プログラム)
• 機械工学類 

(３コース)
• フロンティア工学類

(６プログラム)
• 電子情報通信学類
   (２コース)
• 地球社会基盤学類

(３コース)
• 生命理工学類

(３コース)

医薬保健学域
• 医学類 (６年制)
• 薬学類 (６年制)
• 医薬科学類

 (２コース)
• 保健学類 (５専攻)
○ 看護学専攻
○ 診療放射線技術学専攻

○ 検査技術科学専攻
○ 理学療法学専攻
○ 作業療法学専攻

融合学域
• 先導学類
（３コアエリア）
• 観光デザイン学類
（３コアエリア）

• スマート創成科学類
（３コアエリア）

基礎を学んでから専門領域を決める「経過選択制」（医・薬・保健学類を除く）
2年次以降にコースに移行またはプログラムを選択するなどして専門を深める

R4年名称変更
（富山大学との共同教育課程）

R４年設置

R５年新設

R４年新設



金沢大学の入試

一般選抜
1月 共通テスト

2月

前期日程

3月 後期日程は廃止 

• 学類（保健学類は専攻）ごとの選抜
• 理工３学類（機械工・フロ工・電情通）一括入試
• 前期一括 （文系一括・理系一括）

12月

1月
  

2月

特別選抜
学類ごとの選抜（実施しない学類がある）

KUGS特別入試，超然特別入試，女子枠特別入試

共通テスト

KUGS特別入試（医学類），超然特別入試（医学類）
薬学類・高大院接続入試

多様な
特色ある入試制度を

実施



一般選抜

前期日程における個別学力検査等（共通テスト必須）
配点比率60%以上，理系一括を除いて英語配点20%以上

 学類（保健学類は専攻）ごとの選抜      ３教科以上
• 保健学類（理学療法・作業療法）２専攻併願    又は
• 理工３学類（機械工・フロ工・電情通）一括入試   ３科目以上

 一括入試 
• 文系一括：英語と総合問題（共通テスト：３教科３〜５科目）
• 理系一括：物理または化学（共通テスト：２教科３科目）



特別選抜 

一般選抜（前期日程）との併願が可能

▪KUGS特別入試
・総合型選抜Ⅰ·Ⅱ
・英語総合選抜Ⅱ
・学校推薦型選抜Ⅰ · Ⅱ
・デジタル人材選抜Ⅱ

▪超然特別入試
・A-lympiad選抜Ⅰ · Ⅱ
・超然文学選抜

▪女子枠特別入試  → 女性限定
▪薬学類・高大院接続入試  → 大学院まで進学
※ 学類·コースごとに選抜方法（口述試験，小論文など）が異なる。実施しない学類·コースあり。

①KUGS 高大接続プログラムの修了他
または

②GSCの第一段階の修了他
① ②または、志願理由書の提出と入学前教育の受講

出願資格・推薦要件

高１高２から準備

高１高２から準備

出願資格・推薦要件
→ 日本数学A-lympiadの入賞他
→ 超然文学賞の入賞他



融合学域：91名

学 類 学生数
（2年生）

女性比率
(%)

人文学類 144 61
法学類 154 41
経済学類 132 39
学校教育学類 86 70
地域創造学類 89 52
国際学類 84 76

ジェンダーバランス（2022年度入学者）

学 類 学生数
（2年生）

女性比率
(%)

先導学類 55 27

観光デザイン学類 18 44

スマート創成科学類 18 39

人間社会学域：689名

67%

33%

46%54%

スマート創成科学類：2023年度前期日程入学者

金沢大学：1785名（女性39％）



理工学域：613名
学 類 学生数

（2年生）
女性比率

(%)
数物科学類 81 10
物質化学類 81 26
機械工学類 95 5
フロンティア工学類 106 2
電子情報通信学類 87 8
地球社会基盤学類 103 19
生命理工学類 60 27

ジェンダーバランス（2022年度入学者）

学 類 学生数
（2年生）

女性比率
(%)

医学類 117 36
薬学類 65 54
医薬科学類 19 16
保健学類 191 74

87%

13%

44%56%

医薬保健学域：392名



女子枠特別入試（総合型選抜）を理工学域に新設
ダイバーシティに積極的に取り組み、女性の活躍を求める社会的要請に応える

共通テスト、口述試験必須
一般選抜（前期日程）との併願が可能
* KUGS特別入試の併願には出願資格が必要です。

学 類 募集人員 １次選考
倍率

共通テ
(得点基準)

KUGS
特別入試

併願*
数物科学類 3 3 〇 60％ 〇

機械工学類 20 2 〇 60％ 〇

フロンティア工学類 5 3 〇 ─

電子情報通信学類 3 3 〇 〇

地球社会基盤学類 地球惑星科学コース 3 3 〇 〇

出願期間：令和５年11月１日~８日
選抜期日：令和５年12月２日
最終選考合格者発表：令和６年２月13日

特別選抜 女子枠特別入試



女子は物理より化学・生物を好む傾向があり、機械や電気等の工学系は、全国的に
女子比率が低い。

特別選抜 女子枠特別入試（一般選抜との比較）

一般選抜
前期日程



女子は物理より化学・生物を好む傾向があり、機械や電気等の工学系は、全国的に
女子比率が低い。
女子枠特別入試（機械工学類）

特別選抜 女子枠特別入試（一般選抜との比較）



女性が活躍する企業や大学の研究がアクティブ
という考えが世界的に広がっている。

女子比率5％では、女子の進路として敬遠され
かねない。20人にすれば「女子が沢山いる」と
いうメッセージになる。（機械工学類）

女子枠特別入試の新設により、R6年度の理工学
域の女子比率は20％程度に上昇。

女性研究者、技術者の輩出につなげ、近年強ま
る社会的要請に応える。

特別選抜 女子枠特別入試

機械工学類で学ぶ女子学生
（2023/5/10 日本経済新聞電子版）



理工系学部の女子学生はこの10年で増加（文部科学省学校基本調査）
女子比率：理学部が約28%、工学部が約16%（R4年度）
経済協力開発機構(OECD)加盟国中で最低水準(平均26％) 。

G7 男女共同参画・女性活躍担当相会合の共同声明
理工系分野へと進む女性のキャリア形成をサポートする必要性が強調。

将来を担う人材養成を協議する政府の「教育未来創造会議」の第１次提言(R4.5)に、
他国に比べて圧倒的に少ない女性の理系人材養成が盛り込まれた。

東京大学など国立大学10校の理学部長
「ジェンダーバランスの実現に向けた行動を起こすことがとても重要」
環境整備に取り組むと宣言。

理工学領域を学ぶ女性の少なさ→技術や社会のイノベーションを妨げかねない。

国内外の動向



東京工業大学
R6入試から58人の女子枠導入。R7に143人（約14%）に拡大。

名古屋工業大学
H6から女子特別選抜を実施。 R6に15人から28人に拡大。

富山大学
R5から女子特別推薦8人を実施。10人志願し10人入学。

熊本大学
R6から数理・データサイエンス・AI に関心を持つ女子8人を募集する。

奈良女子大学
R4に女子大初の工学部工学科を開設。R5の定員45人。

他大学の動向



理工系女子は今後増加すると予測
女子枠の設置はもちろん、
・中学や高校での探究学習
・地球規模での課題解決を目指す「SDGs（持続可能な開発目標）」
・「STEAM教育」（科学、技術、工学、芸術・リベラルアーツ、数学の5つの領域を対象）
に触れることによる。

女子学生が学ぶ環境の整備
・女性専用のリフレッシュルーム
・女性教員比率を向上
・出産・育児等のライフイベントと

研究活動の両立支援
・「女性は理工系に向かない」との

偏見からの脱却

今後の予想と課題



女子を中心とした理系人材やデジタル人材の養成

閉塞感が漂う日本社会を変革する可能性を秘めている。

イノベーション：画一的な集団ではなく、多様性のなかで起こりやすい。

この30年間の日本経済の停滞から抜け出し、社会の変革期を支えるための

人材養成に優秀な女子が加わることにより、

これまでにないイノベーションが生まれることに期待がかかる。

理系女子育成の未来



頂戴したご意見・ご要望を
教育・研究・運営に反映させて，
ブランド力を育てつつ，
皆様との信頼を築きあげることで，
大学の発展につなげたいと
考えています。

引き続き，ご協力賜りますよう
お願い申し上げます。

おわりに



■テーブル：福禄寿■

テーマ：大学に求めるイノベーション人材の育成と大学発ベンチャーの役割



2023年9月22日 



■研究 独創的な世界トップレベルの研究展開による世界的研究拠点の形成

3 社会との和の創造と深化

ミッション1 学士課程・大学院を通した若手研究者育成支援 

世界トップレベルの研究展開、世界的研究拠点の形成に向け、社会との共創による研究展
開と研究成果の社会実装を拡大することにより、研究力を強化します。

ミッション2 オープンイノベーション•研究成果の社会実装の拡大 

ミッション3 組織的な共同研究の推進

【アクション】次世代研究者挑戦的研究プログラム等を展開します。 総合大学のスケールメ

リットを生かし、学士課程から博士後期課程までシームレスに次世代の我が国を牽引するイ
ノベーション人材を支援します。

【アクション】先端科学•社会共創推進機構における企業等と連携した社会共創に関する新た
なプロジェクトを実施し、研究成果の社会実装を拡大します。

【アクション】研究成果の創出、社会への還元に向け、産学連携、産学官金連携を組織的に
推進します。企業等と連携した社会共創に関するプロジェクトや共同利用・共同研究拠点に
おける国際的な共同研究等を展開します。



• AI・デジタル化が加速的に進む時代において、地域社会や地元企

業は大学にどのような人材育成を求めるか。課題解決型人材、リ
ーダー人材、地域人材、リスキリングなど。

• 次世代のイノベーションを担う若手人材を、いかに育て、どう支え
るか。

• 地域ぐるみで大学発ベンチャーを活性化させる仕組みについて。
地域として、大学発ベンチャーや学生ベンチャーに何を期待する
か。

• 地方に還流する起業人材・専門人材の活躍できる場づくり。地域
課題解決に向けた産学官金連携の推進体制について。

大学に求めるイノベーション人材の育成と大学発ベンチャーの役割

人材育成と起業支援に焦点を当てて、地域と大学の役割について意見交換します。

想定される主な論点



文理融合の新学域を設置 先導STEAM人材育成プログラム

全学域の学生を対象に、異分野・異文化協
働によって、未来の社会課題を解決する特
別プログラムを開設。

データサイエンス特別プログラム

数理・データサイエンス・AI教育プログラム
認定制度

次世代科学技術チャレンジプログラム

金沢大学STELLAプログラム
・ジュニアコース（小中学生対象）
・シニアコース（高校生対象）

人文・社会・自然等の科学分野を往還し、融
合的な学知と 他者との共創を通じて、社会の

各界で未踏のイノベーションの創成をリードす
る中核的リーダーへ



博士研究人材支援・研究力強化戦略プロジェクト
• ナノ精密医学・理工学卓越大学院プログラム

• 大学フェローシップ創設事業

• 次世代精鋭人材創発プロジェクト

• 博士研究人材支援・研究力強化戦略PJ予約採用

博士課程学生から第一線で活躍する研究者までの一気通貫したした支援を実施。



成長分野における即戦力人材輩出に向けたリカレント教育推進事業

🔸🔸 「大規模データ取得・管理・活用を進める技術人材」育成プログラム

🔸🔸地域企業変革リーダー人材DXリスキリングプログラム

🔸🔸 メディカルスタッフのための未来キャリア創造プログラム

公開講座・ミニ講演



金沢大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー

施設・設備のレンタル。起業支援の相談窓口。セミナーの開催。

ベンチャー認定制度
本学の研究成果の社会実装の観点から、特許などの実施許諾を受けている企業を認定・支援。

KUTLO（金沢大学ティ・エル・オー）

大学等における研究成果を特許化し、それを企業にライセンス供与することを通じて、新産業の
創出や新商品の開発、あるいは活性化を図る。

株式会社ビジョンインキュベイトの設立

国立大学による自己財源100%出資のベンチャー
キャピタル（国内初）。

スタートアップ企業の創業前後段階における伴走
型支援及び投資を支援。

アーリーステージ以降のスタートアップ企業が、他
のベンチャーキャピタルからの投資（協調投資を
含む）を獲得するための支援も行う。



北陸未来共創フォーラムとは、地方
創生に向けて、多種多様な北陸のプ
レーヤーが出会い、交流するための
「産学官金プラットフォーム（地域連
携プラットフォーム）」です。

8つの分科会



■テーブル：毘沙門天■

テーマ：基礎研究，応用研究，社会実証研究を通じた「未来知による社
会貢献」を加速する取り組み



基礎研究、応用研究、社会実証研究

を通じた『未来知による社会貢献』を

加速する取り組み
① G7教育大臣訪問で世界にアピールした金沢大学の研究

②未来知実証センターの概要とその計画

③異分野融合研究で目指す世界的研究拠点

〜サピエンス進化医学研究センター〜

分科会テーマ

金沢大学ステークホルダー協議会〔令和5年9月22日〕

テーブル「毘沙門天」

ois46805750
長方形



Session : “Future-oriented Intelligence“
- Diversity and Transdisciplinary Approach –
セッション︓「未来志向のインテリジェンス」
〜ダイバーシティと学際的アプローチ〜 より抜粋

① G7教育大臣訪問で世界にアピールした金沢大学の研究



Contributing to Society through "Future-oriented Intelligence" 



Today’s Presenters

Prof. NAKAJIMA Miki
Nano Life Science Institute (NanoLSI)

Prof. KIKUCHI Michiru
Research Center for Child Mental Development

Assistant Prof. MILOTSKYI Romain
Frontier Science and Social Co-creation Initiative



Visualizing Small Things Leads 
to Big Discoveries

Prof. NAKAJIMA Miki



- Disease
- Development
- Aging

Life PhenomenaNanodynamics in Cells

Proteins Nucleic acidsMetabolites

Visualizing Small Things Leads to Big Discoveries



Aim to elucidate
the mechanisms of
biological phenomena

Myosin V on actin   Nature (2010)

Bio-Scanning Probe Microscopy

Substrate

Cell
Probe

Scan

Scan inside a cell to visualize nanoscale dynamics → 

Visualizing Small Things Leads to Big Discoveries



24 Researchers Form the Core of NanoLSI



36% of the researchers
coming from overseas 

Home to 130 Researchers and Staff



Promising anti-cancer molecule identified

- Inhibit the CYP24 activity Molecules

Low vitamin D3 level associated with overexpression of CYP24 

CYP24

Poor prognosis
for cancer patients 

Inactive
metabolite

Anti-cancer cell 
proliferation

Bone Vitamin D3 (VD3)
C27H44O3

Ca2+

Overexpression 
in cancer tissues
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Expected Well-being through Research



Apt-7

Apt-7
ADX
binding
site

Apt-7 specifically 
bound to CYP24

Actual experimental image 
obtained with our Bio-
Scanning Probe Microscopy 

Single 
strand
DNA

Target
protein

Library 
(1018 molecules) 

Aptamer-target 
complex 

CYP24

Apt-7

Apt-7

Simulated 
image

Real image

Promising anti-cancer molecule identified
Expected Well-being through Research

Biyani M, Nakajima M, et al., ACS Appl Mater Interfaces, 14: 18064, 2022. 



Promising anti-cancer molecule identified
Expected Well-being through Research

Apt-7 introduced in cancer cells 

Significant CYP24 inhibition 
in cancer cells

Apt-7 enhanced anti-proliferative 
activity of VD3

Red: Apt-7
Green: Cell membrane

Pre-clinical study 
using tumor-bearing 
mouse0

50

100

150

0.4

0.6

0.8

1

1.2

VD3 onlyVehicle VD3 + Apt-7Apt-7Vehicle

C
YP

24
 a

ct
iv

ity
 (%

)

C
el

l v
ia

bi
lit

y
Clinical study

P < 0.01

*****

P < 0.001

Biyani M, Nakajima M, et al., ACS Appl Mater Interfaces, 14: 18064, 2022. 



② 未来知実証センターの概要
とその計画

未来の課題を探求し克服する知恵「未来知」の実証研究を推進し、
その社会実装を加速する。

実証研究の共通インフラを整備し、未来社会のショーケースが並
ぶキャンパスに世界中から最先端の人と技術が集まり、他に類
のない「未来知実証拠点」として、地域の活性化、社会課題解決
の加速、そして本学の教育・研究への好循環を実現する。

13
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未来社会のありたい姿を創造

ʀࢊ学ۜׯのިླྀの৖ ౨ښ୉学
（૞઺ਃঢ়）

ऀճࣰૹに޴けͪ
ࣰৄ研究ηΫʖϞ΃

΃のۂً
൒ૺࢩԋ

（૞઺ਃঢ়）
JAIST

未来知実証センター棟（仮称）

社会ニーズ

当施設は、「地域中核・特⾊ある研究⼤学の連
携による 産学官連携・共同研究の施設整備事
業」による施設整備（R6.3竣⼯予定）

「未来知」を実証する“ショーケース（※）”群
ライフサイエンス実証部⾨ コミュニティ実証部⾨ グリーンイノベーション実証部⾨

※実社会により近い状況・環境で、想定の顧客を含むステークホルダーを対象とした
実証研究を⾏って展⽰する場（媒体）

・৕नुのᄨ༒௽૩の൧૵
ध੘௜

・ഠ৲のサイエンス ऩन

・&2�回ઽ・ຍಞ࿯環
・ॲイখঔンॻデংイス
・ஷ৿৅ਗ਼ ऩन

・ঽ৿運ૡ¼$,ট঎ॵト
・পਞළഉリスॡଵ理
ऩन

ステアリング本部

研究成果の社会実装の推進

㌣ਨಮ未来ુ創フज़ーラ঒धの৴௚を
ৢगたਓ঵ஷ௪ؚৗਓ঵創ল

㌣社会ニーズをಂ向した実証研究य़ক
ンঃスのデ२イン

㌣実証研究成果のスタートアॵউ੍ର
（স૕প学৅9&धの৴௚）

社会ニーズを踏まえた融合研究の推進

㌣஘رऩ研究঻ऋૐअコミュニケーションのৃの
整備

㌣ী৙ऋ౮ऩる਼ੀ的研究঻धの৴௚推進

㌣੫঵ಉのୖ਻ؚ社会ୖ਻のੰৠに向ऐたৗたऩ
研究ॳー঒の組成

研究成果の社会的認知度の向上

㌣サイエンスコミュニケーター育成

㌣研究成果の৅ਦをৢगた஘رऩステー
ॡ঍ঝॲーधのネॵトডーॡਘ৲

研究基盤データの利⽤環境整備

㌣研究基盤データઽૐؚ৳ଵؚ利ણ⽤環境整備
㌣学ਗの研究基盤データधの৴௚
㌣,RWؚ$,ؚ$5ૼ୒を⽤いたෘ୳૬৑にेる
シミュঞーション環境構築

未来知実証センター（Ｒ5.4.1設置）の役割

統合創成研究環

未来知実証センター運営委員会（議⻑︓学⻑） （年数回開催）
未来知実証センター会議（議⻑︓センター⻑）（⽉ڭ回開催）

取り組みを組織的にマネジメント

未来創成教育環

ऀճωʖθ
のणోし

ऀճωʖθを
ಁΉ͓ͪ新ͪな

研究՟ୌ

ヽヽ ヽヽ ヽヽ
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未来知実証センターの概要
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③ 異分野融合研究で目指す世界的研究拠点
〜サピエンス進化医学研究センター〜

17

スキーム1 “総合知”を⽣み出す分野融合研究の徹底推進
R2年度採択事業での実績と課題

今後4年間で実施する取組 成果とインパクト

考古学と⽣命科学分野の融合研究により
⼈類の進化と疾患の予知を解明する
“サピエンス⽣命進化研究所”の設置

“統合創成研究環”による
実証型研究キャンパスの構築

⼈⽂社会、理⼯、医薬保健分野等、研究域内における総合知の伸⻑

・がん進展制御研究所
・ナノ⽣命科学研究所 （H27年設置）
・ナノマテリアル研究所（H28年設置）
・⾼度モビリティ研究所（R 3年設置）

18.9%

11.4%

8.6%
15.0%

16.1%

29%
24%

10.9% 24%17%
8.3% 12% 10%

0%

10%

20%

30%

40%

2016 2019 2022 2027

ナノマテリアル科学

ナノ生命科学

全学

⾶躍的に研究成果が創出されてい
るものの、その知を社会に還元し
ていく仕組みが不⼗分である。

➣ 幅広い分野での融合研究と
社会実装の推進

➣ 個性的な若⼿研究者の育成と獲得

重点投資による
フラッグシップ研究所群の形成

古代⽂化資源学
考古学

⽣命科学
神経科学

社会学系も組込み、
社会実装までを⾒据えた融合研究の実施

・理⼯研究域附属先端宇宙理⼯学研究センター
・医薬保健研究域附属次世代創薬ﾓﾀﾞﾘﾃｨ研究センター
・⼈間社会研究域附属先端観光科学研究センター
・融合研究域附属研究センター

広範な社会ニーズを把握した上で
選定した育成分野をセンタ―化し、
専⾨知そのものの深掘りを⾏う。

その専⾨知が分野を超えた融合研究へと
つながり⼤学全体の研究⼒の向上へ

Society5.0を実現するキャンパスを活⽤した
「未来知実証センター（仮称）」を創設

世界中から最先端の⼈と技術が集まり、
他に類のない「未来知実証拠点」として、
地域の活性化、社会課題解決の加速、
そして本学の教育・研究への好循環を実現する。

✓ ⾃動運転技術の実証研究
✓ ｴｱﾌｨﾙﾀｰ技術の実証研究
✓ ｸﾘｰﾝｴﾈﾙｷﾞｰの実証研究 等

世界的研究拠点の形成により
社会変⾰や課題解決を主導する

融合研究プロジェクトへの⽀援件数

「未来知実証センター（仮称）」による
プロジェクト⽀援数

学内研究マッチングイベント企画数

トップ10％補正論⽂率が上昇

・⼈⽂社会系を含めた総合知の創出が必要
・実証研究を展開するための基盤整備が必要

解決のために

新領域創成による総合知の創出

研究域附属研究センターの強化

3

毎年度60件

2022年（R4） 2025年（R7）

５件 15件センター
設置

2022年（R4） 2025年（R7）

2件 6件企画の開始



人類はいかにして古代人から現代人にたどりついたのか？

現代人に至る変化が現代病の出現につながったのか？

考古学 現代医学

・身体変化のメカニズム
・疾患病態の解明
・治療法の開発

全世界の遺跡における
古代人のゲノム、形態や
環境の解析

過去 現在

金沢大学の独自の研究領域を融合

サピエンス進化医学研究センター

2023年5月1日に金沢大
学医薬保健研究域附属
サピエンス進化医学研究
センターが新設されまし
た。本センターは古代人
ゲノム研究・データサイエ
ンス・医学生命科学研究
を統合する新しい学術分
野の創生と発展を通じて，
人類進化プロセスや疾患
病態の解明と，革新的な
医療の実現を目指してい
ます。





意⾒交換（案）

①⾦沢⼤学の世界トップレベルの研究
•世界と伍する⼤学を実現するには︖
②未来知実証センターについて
• 実証研究により、地域の活性化、社会課題解決の加速、
教育・研究への好循環を実現するには︖

③異分野融合研究で⽬指す世界的研究拠点
• ⾦沢⼤学の強みをさらに強化するには︖

20



■テーブル：布袋尊■

テーマ：金沢大学が地域と社会に一層愛されるための広報とは？



2023/9/23 金沢大学ステークホルダー協議会分科会 1

金沢大学が地域と社会に一層愛されるための
広報とは？



金沢大学公式
Instagramって
知っていますか？

突然ですが・・・

①フォローしている。
②知っているけどフォローはしていない。
③インスタは使っているけど知らなかった。
④インスタは使っていない。

回答

① 名

② 名

③ 名

④ 名

22023/9/23 金沢大学ステークホルダー協議会分科会



私たちが考える大学広報とブランディング

金沢大学は、1862 年に創設された加賀藩彦三種痘所を源流とし、以来 160 年にわ
たる歴史と伝統を引き継いでいます。この歴史と伝統を礎とし、現代から未来に向けて、世
界に資する新たな教育と研究の開拓に挑戦し続けています。

32023/9/23 金沢大学ステークホルダー協議会分科会

最新の
研究

学生の
活躍

大学の
情報



どんなコンテンツをみたいですか？

学生、卒業生 大学、職員
学生の活動、志を分かりやすく紹介

具体例：かなえーる

イベント、行事、セミナー、キャンペーンなど

具体例：金沢大学グッズ

教員 地域、社会、その他
最新の研究成果、トリビア、ノウハウなど

具体例：Aspiration、実はの話

石川、金沢の自然、観光・グルメ情報、お得情
報、お城のキャンパス写真

具体例：薬用植物園、星降る大学

42023/9/23 金沢大学ステークホルダー協議会分科会



どうやって 伝えるか？

インターネット
だれでも、どこからでも、いつで

も手軽につながる
SNSや公式ウェブサイト

イベント、グッズなど
特に身内との強い結びつき
（エンゲージメント）が期待で
きる。寄付につながる。

紙媒体
公式記録としての重要性。従

来からの連続性。

52023/9/23 金沢大学ステークホルダー協議会分科会



情報メディアの状況

外向き

教育専門誌

守り 攻め

メディア研修

Instagram広報誌「Acanthus」

公式webサイト
リニューアル

内向き

62023/9/23 金沢大学ステークホルダー協議会分科会

アカンサスポータル

雑誌記事、広告、サイネージ
など

Youtube （tiktok）

Twitter (X) 金沢大グッズ

広報刊行物

Facebook



広報の指針
１．連携強化
学内構成員並びに学外ステー
クホルダーと広報担当部局の
連携を一層強化し、学内外の
情報資源の収集と分析を行うこ
とで、本学の中核となる価値を
理解する。

２．ブランドを磨く
本学及び本学の育成人材に関
するブランドデザインを適宜更
新するとともに、広報活動の効
果検証に基づき、金沢大学ブラ
ンドの向上に資す、様々な広報
活動を計画・実施する。さらに、
広報による学内構成員のブラン
ド意識の向上及び金沢大学の
より一層の活性化を目指す

３．メディア戦略
様々なメディアの特性を理解し、限
りある広報資源を有効活用する効
果的・効率的なメディア戦略を立
案・実行する。特に、本学の教員の
志や在学者が自ら学び、自ら育む
姿を取り上げ、学内外・国際社会
に発信する

４．社会との協調
公益に資する開かれた大学として、
迅速かつ正確な広報による社会
的な説明責任を果たす。

72023/9/23 金沢大学ステークホルダー協議会分科会



広報活動の概要



金沢大学公式
ウェブサイト

金沢大学ステークホルダー協議会分科会 9

卒業生向けページ
社会連携ページの新設

1日あたり約8000件のアクセスがある、

金沢大学の表看板！

2023/9/23



金沢大学公式
Youtube

金沢大学ステークホルダー協議会分科会 10

チャンネル登録数 3770件
340動画

学長メッセージ、PV、新入生へのチュートリアル
学類紹介動画
Aspiration（若手研究者の志）
など

2023/9/23



金沢大学公式
Instagram

金沢大学ステークホルダー協議会分科会 11

フォロワー数 3406
投稿 163件

学生の活動紹介
金沢大学グッズ紹介
地域情報、など

2023/9/23



金沢大学公式Instagramでの双方向広報

金沢大学ステークホルダー協議会分科会 12

平日は毎日ストーリーズを投稿

2023/9/23

アンケート機能を使った対話



その他の活動

SNS X(twitter)、Facebook、
研究インスタ、など

魅力あるコンテンツの開発、研究者や
学生、卒業生の協力

グッズ 金大せんべい、コーヒー、ビール、
ハンガー、ネクタイ、校章など

大学の研究成果や地元の素材を活
用したグッズ開発

その
他

業界紙、専門誌、サイネージ、
つり革広告など

インパクトのある広告、業務の効率化

金沢大学ステークホルダー協議会分科会 132023/9/23



ありがとうございました
金沢大学広報戦略室

076-264-5024

koho@adm.kanazawa-u.ac.jp

金沢大学ステークホルダー協議会分科会 142023/9/23

mailto:koho@adm.kanazawa-u.ac.jp


■テーブル：寿老人■

テーマ：なぜ今ダイバーシティ推進がもとめられているか？



R5 金沢大学ステークホルダー協議会 分科会グループ寿老人 2023.9.22.



本日の内容

1. 多様性（ダイバーシティ）があるメリット

2.ダイバーシティを推進する金沢大学の取り組み

3.金沢大学のダイバーシティの現状

4.意見交換



多様性（ダイバーシティ）があるメリット

視点 と 選択肢 
の数が増加

多様性のある組織

年齢, 性別, 国籍, 
価値観, 能力 etc.

インクルージョン
（融合）

イノベーション



「違い」を「強み」に

イノベーション

多様性（ダイバーシティ）を活かすために

視点 と 選択肢 
の数が増加

多様性のある組織

年齢, 性別, 国籍, 
価値観, 能力 etc.

インクルージョン

（融合）

Equity (公正性)

不均衡の調整



これまでの研究・開発では無意識のうちに一方の性別に偏ったデータや商品、制
度ができた事例（医薬品の臨床実験・顔認証・自動車のシートベルトなど）がある

科学や技術、政策に性差分析を取り入れることで
新たな視点や方向性を見出し、イノベーションを創
出する

ジェンダードイノベーション

ダイバーシティがあるメリット



ダイバーシティを推進する

金沢大学の取り組み



金沢大学
  ダイバーシティ

 推進機構の設置



・・・・・

働き方改革



LGBTQ＋サポートガイド

LGBTG+相談窓口を
令和5年4月から開設





金沢大学のダイバーシティの現状



本学の職階別女性教員数・割合の推移

<現状>
特任を含めた女性教員は18.9％
助教の割合が高く、教授の割合が低い傾向





本学の管理職における女性の割合

※ 管理職…職員給与規定による管理職手当の支給を受けている者

教員（男性）

36%

事務系（男性）

32%

教員（女性）

8%

事務系（女性）

24%

男性

68%

女性

32%

全管理職数
207人



男性

60.3%

女性

39.7%

外国人教職員

126人 (3.0%)

本学における外国籍の教職員の割合

全教職員
4256人



男性

54.7%

女性

45.3%

障がいのある教職員

53人 (1.2%)

本学における障がいのある教職員の割合

全教職員
4256人



R4年度 男性教員の育休取得率

男性教員における
28日以上の

育児休業取得率

‥‥11.76％

(対象者34名中4名)



 ダイバーシティ（や女性活躍）推進で地域がどう変わるか？

 働き方改革としてどのような取り組みが地域でされているか？

 どのような人材育成が大学に求められているか？

 多様な学生にどのようなサポートが必要か？



■テーブル︓弁才天■

テーマ︓⾦沢⼤学における教育の国際化 〜ポスト S GUの展望〜



令和5年度
金沢大学ステークホルダー協議会

分科会（弁才天）



2

スーパーグローバル大学創成支援事業：Top Global University Project

ステークホルダー協議会
分科会（G：弁才天）

 我が国の高等教育の国際競争力の向上を目的に、海外の卓越した大学との
連携や大学改革により徹底した国際化を進める、世界レベルの教育研究を
行うトップ大学や国際化を牽引するグローバル大学に対し、制度改革と
組み合わせ重点支援を行うことを目的とする事業。

 金沢大学は「我が国の社会のグローバル化を牽引する大学」
（グローバル化牽引型）として採択されている。

 事業期間 = 2014年度（平成26年度）〜 2023年度（令和5年度）

スーパーグローバル大学
創成支援事業とは

【SGUの取組を通じて目指す大学の将来像】

徹底した国際化による、グローバル社会を牽引する人材育成と金沢大学ブランドの確立

独自のグローバル人材育成スタンダード（KUGS）に基づく質の高い教育を提供する大学
国際社会を生き抜く能力・体力・人間力を涵養する革新的な教育を提供する。

世界で活躍する「金沢大学ブランド」の人材を輩出し，日本のグローバル化を牽引する大学
地域や国を問わず知識基盤社会の中核的なリーダーとして活躍する
「金沢大学ブランド」の人材を育成・輩出する。

東アジアの地において世界の高等教育研究ネットワークの中核に位置する大学
海外の卓越した大学との戦略的な教育研究連携によって，アジアーアメリカーヨーロッパに
またがる高等教育研究ネットワークの中核となり，国内外から多様な人材が集積する。
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特色のある取り組み（2014年度〜2016年度）

ステークホルダー協議会
分科会（G：弁才天）

2015年度（平成27年度）

 2014年度（平成26年度）

スーパーグローバルELPセンターを設置

角間キャンパスゲストハウス内に「金沢大学スーパーグローバル
ELPセンター」を設置しました。本センターは、本学の大学間国際
交流協定校であるタフツ大学（米国）の全面的な協力のもとに
設立され、学生及び教職員の英語力強化を担っています。

 2015年度（平成27年度）

様々な海外派遣プログラムの開発

新しい海外派遣プログラムの開発をすすめ、留学経験者数は、
事業開始年の２倍ほどに増加しました。多数の学生をスムーズに
派遣するため、「スタディーアブロード・オフィス」を設置し、
一元的なサポート体制を整えました。

2015年度（平成27年度）

 2016年度（平成28年度）

学生寮「先魁」「北溟」を整備

学生・留学生宿舎「北溟（ほくめい）」（200名収容）が完成し、先行
して整備された「先魁（さきがけ）」と合わせ、収容人数が304名と大
幅に増加しました。これによってさらにグローバルな生活環境が広がり
ました。

KU-SGU Student Staffの発足

本事業推進に協力する学生スタッフ組織「KU-SGU Student Staff」
が発足しました。留学制度説明会や［キャリア］x
［グローバル］セミナーなど、主として学生向けの取り組みを企画・
実施し、大学とともにグローバル化の推進の役割を担っています。
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特色のある取り組み（2017年度〜2019年度）

ステークホルダー協議会
分科会（G：弁才天）

2015年度（平成27年度）

 2017年度（平成29年度）
留学生の日本企業への就職支援体制を強化

信州大学と共同プログラムとして「かがやき・つなぐ」北陸・信州留学生就職
促進プログラムが採択され、留学生のキャリア形成を進めてきました。
このプログラムは、企業が求める留学生人材像に応える高度職業人材を育成・
輩出するための「ビジネス日本語教育」、「キャリア教育」、「協働インター
ンシップ」等の各種カリキュラムを提供し、外国人留学生の日本企業での就職
を促すものです。現在では、北陸・信州の６大学と連携し、更に発展した形で
留学生の支援を展開しています。

 2018年度（平成30年度）

地域特性を活かした高等教育研究ネットワークの中核機能の強化

本学では、近接する自山市の白峰地区をフィールドとした留学生向けの地域体験教育を開発してきました。
ユネスコの「持続可能な開発目標達成に貢献するユネスコ活動の普及・発展のための交流・協力事業」にも
採択され、ユネスコパークを実残の場とした留学生教育プログラムの開発に取り組んでいます。また、金沢
大学国際機構SDGsジオ・エコバーク研究センターを設置し、教育研究の強みと地域特性を活かして高等教育
研究の中核としての役割を果たしています。

2015年度（平成27年度）

 2019年度（令和元年度）

学生の海外派遣の更なる推進

海外初心者向け「ファーストステッププログラム」の派遣先
大学の追加や、新たに設置した研究拠点へ派遣するインター
ンシッププログラムの新規開発により夏季休業期間中の派遣
学生数が増加した結果、単位認定のあるプログラムでは前年
度を超える約640名の学生を派遣しました。
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特色のある取り組み（2020年度〜2022年度）

ステークホルダー協議会
分科会（G：弁才天）

2015年度（平成27年度）

 2020年度（令和2年度）

オンライン学生交流の推進
コロナウィルス感染拡大の影響を受け、公式海外派遣プログラムはすべて中止と
なりましたが、それに代わりに、一部のプログラムのオンライン化と単位認定を
全学的に推進しました。また、協定校の学生と1対1の対話やグループワークを行
う交流会やジョイントシンポジウムなどの、オンラインプログラムに派遣・受入
合わせと347名の学生が参加しました。今後も、オンラインとオンサイトの両方
の交流機会を活用することで、教育の国際化を推進していきます。

 2021年度（令和3年度）

英語によるライティングを指導する「ライティングセンター」の設置

本学附属図書館にライティングセンターを設置しました。アメリカの大学でライティン
グ教育を学んだ専任教員とその指導を受けた大学院学生が、主にEMI科目を履修する学
生の英語によるレポート作成やプレゼン作成をサポートし、「自立的な書き手」を育て
ることを目的としています。個別指導だけでなく、ライティング講座の開催なども行う
など、全学的な英語ライティング能力の向上に取り組んでいます。

2015年度（平成27年度）

 2022年度（令和3年度）

金沢大学未来ビジョン『志』（こころざし）の策定

4月の和田隆志新学長就任に伴い、未来ビジョン『志』を策定しました。『志』とは、
地域と世界の2つの視点を互いに往還させながら、未来の課題を探求し克服する知恵
「未来知」により社会貢献を果たすことです。
１研究：「独創的な世界トップレベルの研究の展開による世界的研究拠点の形成」
２教育：「社会の中核的リーダーたる“金沢大学ブランド人材”の輩出」
３経営：「人･知･社会の好循環を作り出す持続可能で自律的な運営･経営の実現」
「真の国際人の育成」を目指して金沢大学は邁進していきます。
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海外との交流 ～ 留学生の派遣・受入～

ステークホルダー協議会
分科会（G：弁才天）
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学生の英語力向上 と 英語による授業科目の増加

ステークホルダー協議会
分科会（G：弁才天）
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10年後を見据えたグローバル化新展開（金沢大学未来ビジョン「 」より）

ステークホルダー協議会
分科会（G：弁才天）

10年後の姿

 金沢大学をハブとして、地域と世界、地域と地域が多
層的につながることで、次世代グローバル人材・未来
知創出の好循環を生み出し、社会の持続的発展に貢献

ビ
ジ
ョ
ン

研究

教育

融合

人社 理工

医薬保

連携して推進
全学が

多層的・波及的地域
国際連携基盤

真の国際人材育成
次世代グローバル人材育成スキーム

 留学生地域定着・キャリア形成支援全国展開
 産学官金連携による
地域高度国際人材育成プラットフォームの形成

 戦略的パートナシップ・
海外promising若手研究者・ラボの招へい
（高度な国際頭脳循環の確立）

 特色ある重点地域戦略（北米、東欧、モンゴル、
インド、ASEAN等）によるネットワーク強化

 多層的なステークホルダーの関与と
金沢モデルの広域展開

国際研究大学としての
グローバル＆ダイバーシティ・
キャンパスの整備

 戦略的外国人留学生リクルーティング
 外国人教員の積極的採用
 WPIスタンダードの海外研究者招へい体制
 国内外に開かれた魅力あるキャンパス・ファシリティ整備
（角間・宝町/鶴間キャンパス）

独創的な世界トップレベルの研究の
展開による世界的研究拠点の形成
社会の中核的リーダーたる
“金沢大学ブランド人材”の輩出

 STEAM×伝統文化×多文化共生
（AI・オンライン・DXツールを活用した
ブレンデッド・ラーニング）、
質の高い日本語教育・教員養成

 ジョイント・ディグリー・コチュテルP拡大、
全員留学

 新グローバル教育研究組織の設置
 海外＆地域インターンシップ・
アントレプレナーシップ



9
ステークホルダー協議会
分科会（G：弁才天）

 将来の発展に向けた望ましい地域の方々との連携とは
 さらなる国際化のために金沢大学に期待されることとは

ディスカッションテーマ

相乗効果で推進する「大学の国際化と地域の国際化」

海外大学との連携強化 サステナブルな発展

企業の海外進出・グローバル化高度職業人材の育成・輩出

海外大学と連携を強化し、更に
優秀な留学生が日本の大学に留学

地域・社会における
資源の融合・発展

高度な専門性を持った
外国人留学生の育成・輩出

外国人人材の活躍で
「国際業務ノウハウ獲得」
「現地のニーズ調査」といった
課題を解決
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